
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市土瓜２-２-1２ 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計３３社（原木供給／２社、製材／２社、建材流通／３社、プレカ
ット／１社、設計／７社、施工／10社、その他／８社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 村井 淳（（有）村井淳建築設計事務所 代表） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 
・三春町営住宅コンペ優勝、実施設計 
・三春建築賞受賞 
・通産省、省エネ住宅コンクール入選 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：村井 淳 
[メール] murai-archi@chime.ocn.ne.jp 
[電話] 024-952-6204 [ＦＡＸ] 024-952-6274 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
そぎ落としにこだわった家づくり 
●最初に持つ家として余計なものを一切排除した極シンプルなプラン。 
●建物の設計よりも人生設計の立てやすい住宅（空間）を提供する。 
 
でも我慢はしない住まいづくり 
●エネルギーコントロールのためのスマート化は外せない！！ 
●建設時に将来必要なスペースはしっかり確保！ 
 
特殊な工法ではなく全ての大工さんが持っている技術で
作る 
●優良住宅の建て方は特殊な技術を求めるものではない。 
●長期優良住宅つくりのノウハウ、品質はタイミングの良いきちっとした設
計事務所の現場のチェックの回数の多さにより担保する。 
 

042
“ふくしま転生”チーム 
県北（福島市）・県中（郡山市） 
[グループの特徴とメッセージ] 
●福島においては、いつ果てるかわからない難問を抱え、しかも若い世代のふるさと放棄の流れは止まらない。 
●ふくしまが生き抜くのは簡単ではない。ふくしまを一から作り直す覚悟をもとめられている。 
その意味で“転生”する意志をコンセプトとした。 
●私たちは形のプロトタイプを求めない。あくまで“転生”するという意志を共通認識とし、作業をする。 
形は様々だが生き抜こうという思いは共有するという作り方を目指す。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

スケルトンを透かす 

本当にほしいものだけプラン

極力、県内産の木材により
定尺物による構成で材寸を
決めている。 

室内間仕切り等は出来るだ
け家具化し、自由に配置換
え出来るものとし、対応す
る家具を提案する。そのた
め床は全てフラットにす
る。 

基礎は信頼性のあるべた基礎とし設
備配管等は全て床下内に露出させメ
ンテナンスのしやすさを目指す。 外壁外周で耐震性を十分確保する。 

形体上、壁と屋根の断熱
を途切れなく施行でき 
ヒートロスを抑え、省エ
ネを目指す。 

2 階は斜め梁と 
中央部の大筋交いで耐力を確保する。


